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１．2025年11月期第３四半期の連結業績（2024年12月１日～2025年８月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年11月期第３四半期 6,356 △1.5 220 △16.9 199 △28.1 146 △39.7

2024年11月期第３四半期 6,452 4.6 264 22.4 277 32.7 242 53.6
(注) 包括利益 2025年11月期第３四半期 153百万円( △26.9％) 2024年11月期第３四半期 209百万円( 16.4％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年11月期第３四半期 120.31 ―

2024年11月期第３四半期 199.57 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年11月期第３四半期 9,011 2,962 32.9

2024年11月期 8,531 2,882 33.8
(参考) 自己資本 2025年11月期第３四半期 2,962百万円 2024年11月期 2,882百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年11月期 ― 0.00 ― 60.00 60.00
2025年11月期 ― 0.00 ―
2025年11月期(予想) 60.00 60.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

３．2025年11月期の連結業績予想（2024年12月１日～2025年11月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,000 0.9 320 △15.4 320 △18.0 220 △34.6 180.71
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社、除外 ―社

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年11月期３Ｑ 1,220,000株 2024年11月期 1,220,000株

② 期末自己株式数 2025年11月期３Ｑ 2,612株 2024年11月期 2,612株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年11月期３Ｑ 1,217,388株 2024年11月期３Ｑ 1,217,456株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前
提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料Ｐ．３「(3)連結業績予想などの将
来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く事業環境は、トランプ関税による景気下押し懸念が拡

大する中、緩やかながらも世界経済は底堅い成長を維持しています。しかしながら、政府主導の景気刺激策により内

需が押し上げられ個人消費を中心に景気の回復が見られるものの不動産不況が長期化している中国経済、地政学的混

乱が続くウクライナや中東情勢等、多くの懸念材料を抱え依然として先行き不透明な状況が続いています。

日本経済は、物価上昇の影響により消費者マインドに弱さが見られますが、人手不足を背景に大企業を中心にハイ

レベルでの賃金上昇が見られ、雇用環境の改善が継続、インバウンド需要の回復と個人消費にも支えられ、緩やかな

がらも景気回復が継続されました。

当社グループに関係の深い自動車産業においては、国内生産は昨年の認証不正問題による出荷停止等による減産か

らの回復が進み、生産台数が前年比で増加しました。

このような環境の中、当社グループは２０２２年を起点とする５ヵ年中期経営計画（第１２１期「２０２２」から

第１２５期「２０２６」まで）「ＡＣＣＥＬ２０２６－革新を強力に推進し、成長を加速する」を実現するため、今

後も安定需要が見込まれる医療用途向けゴム薬品などの生産能力増強を目的に成長投資を実行、併せて既存設備を柔

軟に活用できる環境を整え、お客様の要望にきめ細かく対応できる体制を確立、成長市場である半導体材料、医薬品

用途向け等の有機化合物の需要に対応、製品開発においては長年培った有機合成技術を活かし高付加価値製品の開発

を強化、お客様のニーズに積極的に応える体制を整え、策定した目標の実現に向け活動を展開しています。また労働

環境の改善を継続的に行い、企業価値を高める活動を積極的に行いました。

そのような状況の中、ゴム薬品の販売は、特殊薬品の販売が伸長し国内向けの売上は前年同期を上回りましたが、

汎用品の需要が国内向け、海外向け共に低調に推移し、ゴム薬品全体では、売上は前年同期を下回りました。樹脂薬

品については、海外向けの特殊用途製品の需要は回復しましたが、国内向けの販売が低調に推移、売上は前年同期を

下回りました。中間体については、海外向けは販売が伸長しましたが、国内向けの需要が低迷し中間体全体では売上

は前年同期を下回りました。その他薬品については、特殊添加剤の販売が伸長し売上は前年同期を上回りました。

これらの結果、当第3四半期連結累計期間の売上高は６３億５６百万円（前年同期比１．５％減）、営業利益２億２

０百万円（同１６．９％減）となりました。

セグメント業績の概況は次のとおりであります。

① 化学工業薬品事業

売上高は６３億２７百万円（同１．５％減）、セグメント利益(営業利益)は１億９７百万円（同１８．４％減）

となりました。

② 不動産賃貸事業

売上高は２８百万円（同増減なし）、セグメント利益(営業利益)は２２百万円（同０．４％減）となりました。
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(化学工業薬品事業の部門別の概況)

＜ゴム薬品＞

ゴム薬品の分野において、国内の工業用品向け製品は、主力老化防止剤の販売が低迷する中、緩やかながらも国

内自動車生産の回復を受け、自動車関連製品の販売が回復、医療用ゴム製品向けの需要が伸長し、売上は前年同期を

上回りました。

タイヤ向けは、主力製品の販売が堅調に推移、海外製品との競合で販売が低迷した製品もありましたが、売上は前

年同期を上回りました。合成ゴム向けは、特殊ポリマー向け製品の需要は堅調に推移しましたが、汎用ポリマー向け

製品の需要が低迷し、売上は前年同期を下回りました。

海外向けは、東南アジア向けを中心に汎用製品の市場が低調に推移、特殊用途向け製品の需要の伸びも一段落し、

売上は前年同期を下回りました。

この結果、国内・輸出合わせてのゴム薬品の売上は３６億４百万円（前年同期比１．７%減）となりました。

＜樹脂薬品＞

樹脂薬品の分野は、主要販売先であるアクリル酸・アクリル酸エステルの生産が堅調に推移する中、主要製品での

海外安価品との競合により、売上は減少しました。海外向けの主力安定剤は、シェアを拡大し販売を増やしました。

電子材料関連向け製品は、中国での市場回復により売上は増加しました。

この結果、樹脂薬品部門合計の売上は６億４５百万円（前年同期比２．８％減）となりました。

＜中間体＞

中間体部門においては、医薬中間体は、脱水縮合剤の販売が需要動向の変化により海外向けの販売は増加しました

が、国内向けの販売は減少しました。農薬中間体は、売上は前年同期を下回りましたが、需要動向から通期では前期

を上回る売上を見込んでいます。洗顔料中間体は、需要が回復し販売は増加しました。界面活性剤中間体は、顧客で

の需要が不安定に推移しましたが、売上は前年同期並みを確保しました。

この結果、中間体部門合計の売上は５億７３百万円（前年同期比２７．３％減）となりました。

＜その他＞

その他の部門においては、電子材料向け製品、特殊用途向け製品は当社が得意とする合成技術をフルに活用し、一

部製品の販売は減少しましたが、全体では大きく販売を伸ばし売上は前年同期を上回りました。

環境用薬剤においては、顧客での需要拡大に迅速且つ柔軟に対応したことにより販売を増やし、売上は前年同期を

上回りました。

この結果、この部門合計の売上高は１５億３百万円（前年同期比１５．３％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における資産につきましては９０億１１百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億

８０百万円増加いたしました。これは主に、受取手形及び売掛金が４億９７百万円、棚卸資産が８９百万円減少した

ことに対し、現金及び預金が６億３２百万円、有形固定資産が３億４０百万円、電子記録債権が９４百万円増加した

ことによります。

負債につきましては６０億４８百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億９９百万円増加いたしました。これは

主に、支払手形及び買掛金が１億６４百万円減少したことに対し、長期借入金が４億７４百万円、短期借入金が１億円

増加したことによります。

純資産につきましては２９億６２百万円となり、前連結会計年度末に比べ８０百万円増加いたしました。これは主

に、利益剰余金が７３百万円増加したことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年11月期の通期連結業績予想につきましては、2024年１月15日に公表いたしました連結業績予想数値からの

変更はございません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 744,643 1,376,939

受取手形及び売掛金 3,341,469 2,843,788

電子記録債権 23,021 117,469

商品及び製品 1,294,816 1,190,559

仕掛品 417,649 414,293

原材料及び貯蔵品 489,412 507,591

その他 33,341 35,770

貸倒引当金 △5,719 △5,034

流動資産合計 6,338,634 6,481,378

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 934,366 1,337,606

その他（純額） 1,126,974 1,064,252

有形固定資産合計 2,061,341 2,401,859

無形固定資産

その他 13,265 10,078

無形固定資産合計 13,265 10,078

投資その他の資産

その他 119,591 119,523

貸倒引当金 △1,300 △1,300

投資その他の資産合計 118,291 118,223

固定資産合計 2,192,898 2,530,160

資産合計 8,531,532 9,011,539

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,403,424 1,239,351

電子記録債務 137,183 98,929

短期借入金 2,160,000 2,260,000

1年内返済予定の長期借入金 452,136 99,666

未払金 362,764 460,197

未払法人税等 52,867 13,224

未払消費税等 10,182 18,413

賞与引当金 ― 96,256

役員賞与引当金 17,100 10,850

その他 291,533 167,721

流動負債合計 4,887,192 4,464,609

固定負債

長期借入金 452,626 1,279,725

役員退職慰労引当金 86,456 99,482

退職給付に係る負債 109,563 101,096

その他 113,297 103,966

固定負債合計 761,943 1,584,269

負債合計 5,649,135 6,048,878
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 610,000 610,000

資本剰余金 58,437 58,437

利益剰余金 2,156,499 2,229,917

自己株式 △8,326 △8,326

株主資本合計 2,816,610 2,890,028

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 13,108 20,629

為替換算調整勘定 52,677 52,001

その他の包括利益累計額合計 65,786 72,631

純資産合計 2,882,396 2,962,660

負債純資産合計 8,531,532 9,011,539
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年12月１日
至 2024年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年12月１日
至 2025年８月31日)

売上高 6,452,995 6,356,212

売上原価 5,291,047 5,218,061

売上総利益 1,161,947 1,138,151

販売費及び一般管理費 897,071 917,949

営業利益 264,876 220,201

営業外収益

受取利息 2,684 2,681

受取配当金 2,112 2,447

受取設備負担金 24,643 1,011

その他 4,603 4,920

営業外収益合計 34,043 11,060

営業外費用

支払利息 15,311 27,098

為替差損 5,973 4,541

その他 405 210

営業外費用合計 21,690 31,851

経常利益 277,229 199,410

特別利益

投資有価証券売却益 42,660 －

特別利益合計 42,660 －

特別損失

固定資産除却損 2,146 233

特別損失合計 2,146 233

税金等調整前四半期純利益 317,743 199,176

法人税、住民税及び事業税 58,863 45,186

法人税等調整額 15,916 7,528

法人税等合計 74,779 52,714

四半期純利益 242,963 146,461

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 242,963 146,461
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年12月１日
至 2024年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年12月１日
至 2025年８月31日)

四半期純利益 242,963 146,461

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △31,442 7,520

為替換算調整勘定 △1,845 △675

その他の包括利益合計 △33,288 6,845

四半期包括利益 209,675 153,307

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 209,675 153,307

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-3項

ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号

2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連結

財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表に与える影響はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年12月１日
至 2024年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年12月１日
至 2025年８月31日)

減価償却費 301,520千円 312,462千円
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2023年12月１日 至 2024年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

四半期連結損
益計算書計上
額(注)１

化学工業薬品
事業

不動産賃貸
事業

計

売上高

顧客との契約から生じる収益 6,424,202 ― 6,424,202 ― 6,424,202

その他の収益(注)２ ― 28,793 28,793 ― 28,793

外部顧客への売上高 6,424,202 28,793 6,452,995 ― 6,452,995

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 6,424,202 28,793 6,452,995 ― 6,452,995

セグメント利益 241,789 23,087 264,876 ― 264,876

(注)１．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）に基づく不動産賃貸収入等

であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2024年12月１日 至 2025年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

四半期連結損
益計算書計上
額(注)１

化学工業薬品
事業

不動産賃貸
事業

計

売上高

顧客との契約から生じる収益 6,327,419 ― 6,327,419 ― 6,327,419

その他の収益(注)２ ― 28,793 28,793 ― 28,793

外部顧客への売上高 6,327,419 28,793 6,356,212 ― 6,356,212

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 6,327,419 28,793 6,356,212 ― 6,356,212

セグメント利益 197,213 22,988 220,201 ― 220,201

(注)１．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）に基づく不動産賃貸収入等

であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第３四半期連結累計期間(自 2023年12月１日 至 2024年８月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

化学工業薬品事業 不動産賃貸事業 計

顧客との契約から生じる収益 6,424,202 ― 6,424,202

ゴ ム 薬 品 3,666,780 ― 3,666,780

樹 脂 薬 品 664,419 ― 664,419

中 間 体 788,511 ― 788,511

そ の 他 1,304,491 ― 1,304,491

その他の収益 ― 28,793 28,793

外部顧客への売上高 6,424,202 28,793 6,452,995

当第３四半期連結累計期間(自 2024年12月１日 至 2025年８月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

化学工業薬品事業 不動産賃貸事業 計

顧客との契約から生じる収益 6,327,419 ― 6,327,419

ゴ ム 薬 品 3,604,993 ― 3,604,993

樹 脂 薬 品 645,588 ― 645,588

中 間 体 573,013 ― 573,013

そ の 他 1,503,824 ― 1,503,824

その他の収益 ― 28,793 28,793

外部顧客への売上高 6,327,419 28,793 6,356,212

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年10月10日

川口化学工業株式会社

取締役会 御中

海南監査法人

東京事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 溝 口 俊 一

指定社員
業務執行社員

公認会計士 米 川 博

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている川口化学工業株式会社の2024年12月１日から2025年

11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2025年6月１日から2025年８月31日まで）及び第3四半期連結

累計期間（2024年12月１日から2025年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、

四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半

期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計

基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成

されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性

が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要

な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又

は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づ

いているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成

基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社(四半期決算短信開示会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


